
第 2節 高松平野における石器素材剥片

香川県は,石器の素材として利用されるサヌカイトの原産地である。旧石器時代から使用されており,

その流通は広範囲にわたる。石器の流通には,製品が運ばれる場合と,素材が逗ばれ集落内で生産され

る場合が考えられる。奥の坊遺跡では,石器が多量に出土すること,剥片が多量に出土すること,未製

品が一定量含まれること,定型化しない不整形な石器が多いことから,石器の製作を行つていたと考え

られ,I区ではサヌカイトの大型素材剥片 (第 100図 1・ 2)が出土しており,素材を搬入していたこと

が伺える。

高松平野内での大型素材剥片については不明であつたが,近年その報告例が散見できる。今回は概ね

200g以上の素材剥片を対象とし集成を行つた。高松平野で最も古い事例は,鬼無藤井遺跡出上のもので ,

弥生時代前期前半～中葉と考えられる。それ以前の様相については,高松平野においては,遺跡数が少

ないこともあり不明である。同じく前期と考えられるものは,空港跡地遺跡出上のものである。中世の

井戸から出土しているため詳細は不明であるが,周辺に弥生時代前期末の遺構が認められることから,

混入の可能性が考えられる。弥生時代中期になると報告例が多く,奥の坊遺跡をはじめ,多肥松林遺跡

や浴・長池遺跡において出土しており,素材が多く流通していたと考えられる。特に,浴
。長池遣跡で

は 2800gの素材剥片が出土しており,高松平野で最大のものである。一方,弥生時代後期から終末期の

遺跡からの報告例は見られない。このため,石器生産のあり方や流通の変化があつたことが予想される。

また,素材剥片は 3種類に分類できる。まず I類 として,第 100図 1'6・ 第 101図 7の ように特に大

きいもので, 自然面や大剥離面を残し,重量が重いものが見られる。石材採取地において採取された状

態に近いと考えられる。次にⅡ類として,3・ 4の ようにやや分厚 く打割され,石核状を呈したもので ,

周囲に剥離痕が見られる。また,Ш類として 2・ 5に見られるように,やや小振りに打割され,扁平な形

態を呈し,周囲を打ち欠いているものが認められる。これらは,未製品の状態に近く,細部調整を行え

ば十分石器として使用できるようなものである。なお, I～ Ⅲ類の剥片形態差による分布や時期的な差

は認められない。 I類は確実に石器採取地から直接搬入されたものと考えられるが, Ⅱ
・Ⅲ類は石材採

取地で打割されたものであるか,各集落内において I類から打割されたものであるかは不明である。今

後の発掘調査成果で明らかになることを期待する。

高松平野出上の大型素材剥片 (概ね200g以上のもの)

遺 跡 名 遺 構 名 長 辺 短  辺 厚 み 重 量 時 期

1 奥の坊遺跡 包含層 17 6cm 14.6cm 2 6cm 7000g 中期前半末

つ
ね 奥の坊遺跡 包含層 19 5cm 9,6cm 1 3cm 2916g 中期前半末

つ
υ 多肥松林遺跡 予備調査 11ト レンチ SR 12 5cm 8 1cm 2 8cm 2776g 中期中葉～後半

4 空港跡地遺弥V SEa01 15 6cm 9 9cm 4 0cm 5297g 不明 (前期末 ?

5 浴・長池遺跡 3区 (未報告資料) 14 5cm 9 3cm 1 7cm 2227g 中期中葉

6 浴 。長池遺跡 SR01(未報告資料) 31 0cm 23 3cm 4 2cm 28000g 中期中葉

7 鬼無藤井遺跡 SP一 A2-01 25 9cm 15.5cm 4 8cm 22000g 前期前半～中葉
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第100図 高松平野出上の大型素材剥片①(S=1/4)
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第101図 高松平野出上の大型素材剥片②(S=1/4)
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